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論文内容の要旨

研究目的

肺癌は，近年その発病および死亡の頻度が急激に増

加し，国民の健康に対する重大な脅威となりつつある

が，早期発見，治療，予後の管理など，臨床上の各面

にわたりなお解明すべき点が少なくない.著者は病理

解剖学的資料の検索によって肺癌の実態を明らかにす

る目的で，本研究を行なった.

研究方法

本学第 2病理学教室で1966 年 4 月から81 年12 月まで

に行なわれた肺癌剖検例128 例(全悪性腫蕩例中

10.5%) のうち資料の保存が完全であった126 例を対象

とした.これらの例につき，臨床記録，剖検記録を調

査すると共にその組織標本を鏡検し，臨床経過，病理

組織型，主要発育部位，浸潤・転移臓器を中心に検討

を行なった.必要に応じて有意性の有無をカイ 2乗テ

ストによって判定したが，一律に 5% を有意水準とし

て採用した.

研究成績

1.肺癌例の性比は男女ほぼ 3 ・ 1であり，死亡年齢

は，両性とも 60 歳台にピークをもっ単峰分布を示す.

2，発病より死亡に至る経過月数を，最頻値，中央値，

平均値の 3特性値で示すと，男性ではそれぞれ4.7 月，

7.8 月， 11. 3月，女性では5.0 月， 6.8 月， 10.3 月で，い

ずれも正の方向に尾を引く分布の型になる.両性合せ

た平均経過月数は11.1 月であった.

3，初発症状を，咳欺，血疾，胸痛などの肺性症状，

肺癌転移や一般反応からなる肺外症状に分けると，初

発症状のあり方と経過月数とは密接な関連を示し，と
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くに肺外症状群では平均経過月数7.8 月と短かい値を

示した.胸部 X 線像によって偶然発見されるに至った

無症状群は14.9 月ともっとも長い経過日数を示した.

4，組織学的には，腺癌が過半数を占め， (53.2%) ， 

以下，扇平上皮癌 (2 1. 4%) ，大細胞癌 (12.7%) ，小

細胞癌 (11.1%) ，粘表皮癌(1. 6%) の順であった.

扇平上皮癌は男性にやや多い傾向がみられ，また腺癌

が60 歳台を中心に上下に比較的対称な年齢分布を示す

のに対して，扇平上皮癌は高齢に偏る傾向が認められ

た.

5，周囲臓器への浸潤と組織型との聞には著明な関

係が認められなかったが， リンパ行性転移，血行性転

移と組織型との間には明らかな関連を認めた. リンパ

節転移はー般に扇平上皮癌では少なく，その他の組織

型の場合におこりやすい.胸腔内，鎖骨寝や頚部など

の近傍リンパ節，腹腔内リンパ節のいずれについても

この傾向が認められた.血行性転移は，肝，副腎，骨，

腎の順におこっているが，肝，骨転移は扇平上皮癌に

比べて腺癌，大細胞癌において有意に多く，副腎転移

も扇平上皮癌に比べて腺癌に多い. とくに転移臓器の

組合せが，副腎のみ，骨および肝，骨・肝および副腎

という型を示すのは高分化性腺癌の場合が際立つて多

かった

6，剖検記録より原発部位の推定を行なうことは，多

くの場合，困難であったが，主腫癌の位置によって，

全例を「大気管支群J，r肺実質群」に二分すると，そ

の経過日数は後者の方がやや長いことが認められた.

大気管支群には小細胞癌がやや多く，肺実質群には腺
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癌がやや多いが，肩平上皮癌の頻度には両群の聞には

著しい差がみられなかった.

結論

肺癌の予後は一般に不良であり， とくに肺外への浸

潤，転移の有無が，予後を決める要因としてきわめて

重要であることを指摘した.組織学的な分化方向と，

癌のりンパ行性ないし血行性転移との聞には，密接な

関係があり，扇平上皮癌は局所癌，腺癌は全身癌の性

格をもつことを明らかにした.肺内における腫湯の主

要発育部位と組織型との間には十分な関連を証明でき

なかったが，これは剖検肺における腫癌の占居部位が，

必ずしも原発部位に忠実に反映しないためと推定し

た

論文審査の要旨

肺癌は近年急激に増加し，その対策が重視され，早期発見，早期治療，予後管理など種々検討が進

んでいる.著者はその基礎的研究のーっとして肺癌の病理解剖例について臨床所見と病理組織所見と

を比較検討し組織型と予後との関連性の強いことを明らかにし得ている.

本論文は臨床医学に寄与するところに大にして，学術上価値あるものと認める.
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